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（表紙デザイン：松井和也）

編集後記

セラミックス基盤工学研究センターでは、年度ごとの研究成果や種々の活動を、年報とし
てまとめています。これは単に成果の記録としてだけでなく、センターの活動を広く知って
いただく為の情報発信としての意味合いもあります。他の情報発信の方法には、ホームペー
ジがあり、むしろ近年では主流です。しかも、コストは断然ホームページが安いです。しか
し、情報発信側としては、ホームページは受け身で心許無いところがあります。必要と思わ
れる人に能動的に配布される冊子体とは効果が大きく違うと思われます。また、ホームペー
ジは優秀な検索エンジンで知りたいことがピンポイントで得られます。さらに、関連の情報
も簡単に得られます。この様に効率的な一面がある一方で、キーワードと関連がうすい事項
を検索者が偶然知ることは少ないと思われます。これは図書館で目的の本を探す際に、偶然
にも目的外の本のタイトルに目が行き、目的の本と一緒に借り出したりすることがないこと
に例えることができます。論文誌が冊子体で届けられているころは、先ずは目次に目をやり、
自分の研究分野にヒットした論文が掲載されていないか探したものでした。その際、前後の
論文のタイトルに目が留まり、偶然にも新たな知識を得るに至ったり、新たなインスピレー
ションを得たりすることが少なからずありました。しかし、ホームページ検索ではこの様な
機会が殆どありません。逆に言えば、冊子体というのはホームページには無い学習機会や知
的想像を膨らませる力があるということなのでしょう。編集担当者としては、本誌が多分に
そのような効力を発揮してくれることを切に願っていますし、この様な機会が数多く生まれ
ることが、本誌読者と本誌発刊をサポートしていただいた企業様への御恩返しだと思ってい
ます。また、センターの一員としては、今後も良いコンテンツを多く掲載できるよう研鑽を
重ねてゆきたいと決意を新たにしています。ここでは冊子体の良さについて述べてきました
が、センターおよび図書館のホームページにPDF版をアップしていますし、国際的な学術
データベースにも登録されていますので、ホームページでの検索にも対応したマルチメディ
ア対応となっていることを最後に申し添えておきます。
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